
八雲町総合計画町民会議 事業・施策提案シート 
社会生活基盤・自然環境グループ             

課題テーマ 自然環境に関する施策 
提案事業・施策の名称 呼び起こそう！「自然美術館 八雲」 

提案事業・施策の内容 提案事業・施策の取り組みの図解（イメージ） 
＜事業内容＞  ◯このプロジェクトは、町民と行政がいっしょになってアイディアを出し合う。  ◯「自然美術館 八雲」を復活し、「抽象的な自然」から「具体的な自然」へのシフトチェンジを
図る。  

＜参加者＞  ◯自然が好きもしくは興味・関心がある町民及び町職員  ◯参加者は、自分で持っているスキル（写真が撮ることが好き、鳥に詳しいなど自然と関連するも
の）を持っているとなお良い。  

＜プロジェクト開催の流れ＞  ◯プロジェクトチームの立ち上げ→顔合わせ、プロジェクト検討→現場検証→プロジェクト実施→
効果の検証→次回へ反映  

具体的な目標 期待される効果 
◯八雲町としてＰＲしたい「具体的な自然」を確立・

具現化し、観光資源を再発見し、「自然美術館 八
雲」を復活する。 ◯町民と行政の協働 

◯八雲町の新たな魅力の発見 
◯八雲町を目的として来町する町外旅行者の

増加 
住民・地域の役割 町（行政）の役割 

◯得意とする分野を発揮する場 
◯他の参加者の提案等からの学び 
◯プロジェクトの推進。ゆくゆくは担い手へと。 ◯場の設定（参加者募集、会場設営、当日の

運営） 
◯周辺の環境整備 
◯プロジェクトの推進 
◯広報やＨＰ等での情報収集と発信  

・「自然美術館 八雲」のＰＲ不足だった過去 
・８月に起こった台風８号による倒木等の問題 
・自然が手つかず 
・生活排水を川に流すことがなくなったため、川がきれいになった。 
・海の遊泳禁止  等 背 景 
具体的な問題点 

（問題の）原因として考えられること 
・自然が豊かというが、具体的なものが思い浮

かばない。 
・町の花・町の木の認知度が低い。 
・過去にはホタルが見られる川もあった。 ・町の花・町の木・町の鳥を活用したＰＲが少

ない。 
・草木が減ってきている。 
・人によって自然の見方が違う。 呼び起こそう！「自然美術館 八雲」 

「◯◯する自然」をテーマとしたプロジェクト 具体的なプロジェクト 
“見る”自然 

☆ビューポイント整備 
・カメラマンやカメラを趣味と

している人からの情報収集 
・ビューポイントとの周辺整備 
・ツアーの計画（カメラ、スマ

ホ） ☆ホタルが見ることができるパ

ノラマパーク 
・ホタルを育成できる環境整備 
・撮影ツアー “食べる”自然 

☆地元食材を使用した料理講習やＢＢＱ 
・地産地消 

“遊ぶ”自然 
☆体験事業 
（海、川、山） 
☆星空観察会 “学ぶ”自然 

☆自然を大切にする

心を育む  


